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上昇するとは限らない。むしろ，学生相談ニーズに適合した体制づくりにおいては，限られた
時間や物理的環境を効率的に利用することで，その効果が期待できるものでもあろう。例えば，
短大・専門などの小規模大学でカリキュラムが非常に過密な学科の場合には，放課後や土曜日
などを学生相談室として利用することが望ましいと思われる。この種の学科で多くのカウンセ
ラーを抱えても超過人材となり，学生相談業務が効率的に運ぶ要因とはならないであろう。一
方で，4年生大学や総合大学など比較的カリキュラムにゆとりのある大学においては，常勤の
カウンセラーがいつでも対応できるように，人材のゆとりを持っておく必要もあろう。また，
カウンセラーだけでなく，養護教諭や学生課の事務局員，実習関係の相談者，助手，教員といっ
た，当該学生に関わる複数のスタッフで，学生に対する対応策を検討していく機会も必要とな
る。つまり，始動に向けては現状での学生相談体制の脆弱な部分を常に監視し，人的・時間的・
経済的投資を適度に行っていくことが必要となり（体制の強化），またカウンセラーだけに相
談を任せるのではなく，学生に関わる学内の教職員を交えたうえでの協議を適宜行っていき（カ
ンファレンス），実際の相談体制が柔軟に機能しているかどうかを検討し続けていくことで運
用が図られていく必要があろう。
学生相談によるキャリア支援
さて，最後にこれら学生相談業務の拡充と発展を目指していくにあたり，もう一つの重要
な視点を挙げておきたい。それは，学生の就職支援とキャリア発達である。わが国において
は，1950年の朝鮮戦争特需景気以降，いわゆる高度成長期を経て先進国の仲間入りを果たし，
1990年代初頭までの平成バブル景気を境に，産業構造がより高度化・複雑化している。かつ
てのような終身雇用制体制と年功序列型賃金体制といった日本型経営が崩壊し，それに伴い学
生の就職や職業意識も大きな変化を遂げている。簡単に言えば，それまでの大学生は卒業すれ
ば，ほぼ一生，特定の会社に勤めていくことを視野に入れて就職していくのがいわば一般的で
あったであろう。しかし，近年は不景気と就職難に伴い，新卒であっても就職が容易にできる
わけではない。今や大学卒業者の4人に1人が就職も進学もせず，卒業後の進路が決まらない
という事実があるといわれる（宗方，2007）。つまり，大学を卒業しただけでは，希望の就職
先はおろか，一つの内定すら得られない可能性が高いものであろう。毛利（2004）によれば，
雇用不安が蔓延し人生の見通しもはっきりしない中で，現代の学生は生き方の選択や決定にま
つわる葛藤はこれまで以上におおきなストレッサーとなっているという。それは，フリーター，
ニートの増加といった若年無業者の増加現象からも周知のことであろう。i小杉（2004）によ
ればフリーターは「①職業能力の蓄積ができない，②キャリアの展望が持てない，③社会の
中に自分の居場所を確保しにくい，④経済的自立ができず個人の生活設計が困難である」こと
を挙げている。
このような就職難やフリーター増加の現象を考慮していくと，学生支援の主要な柱の一つに
なるのは，いわばキャリア発達教育であることがわかる。そこで，大学の学生支援としては，
在学中の学生相談による支援に加え，その後の進路・就職への動機付けや情報的サポートが求
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められよう。また，ただ就職活動の支援や情報的サポートといった支援体制ではなく，入学当
時から就職に対する意識の強化と職業意欲を活性化させる何らかの教育が必要となる。
学生相談におけるキャリアカウンセリング
一学生相談の発展と拡充に向けて一
キャリア発達とは，「仕事や役割にかかわる個人の行動の構造と機能が生涯にわたって順次
段階的に形成および変化する」ことである。産業・企業においては，キャリア開発という名の
ほうが一般的であるが，青年期の大学生がキャリアを発達させていくためには，本論で述べて
きたように，心理的支援が重要であるため，キャリア発達という視点がより適切であろう。キャ
リア発達の段階は，Supper（1957；1980）によれば①成長段階（0～14歳），②探索段階（15
～24歳），③確立段階（25～44歳），④維持段階（45～64歳），⑤衰退段階（65歳～）の5
段階に分けられている。大学生のキャリア発達は，この段階のうち，②の探索段階に該当する。
探索段階の課題としては，宗方（2000）によれば主に3つの課題があるとされている。まず第
1の課題として「職業的好みの結晶化」である。これは，社会に存在する様々な職業の中で，
自分の職業的自己概念に適合する職業を位置づけることが要請される。第2の課題として「職
業選択の特定化」である。これは，アルバイトなどの職業体験や旅行を通して，また教育訓練
によって自己と世界を探求していくことである。そして第3の課題として「職業選択の現実化」
である。これは，実際の行動として職業選択を実現してくことである。特定の職務を試行する
ことを含み，学校から職場への移行として捉えるものである。
このような職業選択を決定していく行動には，多くの迷いや不安，葛藤が生じることは想像
に難くない。また，職業観の多様化によるフリーター指向だけでなく，社会性の未発達さによ
る職業選択を回避する傾向があることは否定できない。宗方（2007）によれば，学校を卒業する
年齢に達しても仕事の場に出て行けないということは，実は社会での自分の居場所を見出せな
いことであり，家族以外の人との関係を築くことができないことと深く関わっているという。
そのため，学生相談体制の中核的業務において，就職支援とキャリア発達の教育は不可欠なも
のである。具体的な就職サポートを行う以前に，学生の心理的支援と人間発達を促す教育がな
ければ，より効果的なキャリア発達教育は期待できないであろう。
そこで，学生相談体制の中に取り入れていく支援法については，キャリアカウンセリングと
いうアプローチである。キャリアカウンセリングは宮城（2009）によれば，カウンセリングに
おける3つの機能（①治療的機能，②予防的機能，③育成・開発的機能）のうち，育成・開発
的機能を持ち，人が本来もつ潜在能力をさらに引き出し開発し，人を育てるためのカウンセリ
ングであるとしている。また，渡辺（2001）によれば，キャリアカウンセリングが意味する内
容は，「個人の職業（進路）選択，さらには選択に向けての準備（開発すべき職業能力なども含む）
を援助する過程」と，「将来の生活設計と関連づけながら，現在の職業選択をしたり，生活上
で果たしたいと願う様々な役割（職業人，親配偶者）のバランスを考え，生き方を考える過
程としてのカウンセリング」の二つの意味があるという。だが，前者と後者には違いがあり，
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前者の方は「具体的な職業（進路）」と「目の前の選択時点」，「選択すべき職種や職場，ある
いは開発すべき職業能力の領域」に焦点が当てられ，後者は「キャリア」と「長期的将来⊥「社
会的役割や生活上の役割との相互関係のなかでの職業的役割」に焦点が当てられるため，大学
におけるキャリアカウンセリングは前者の視点によるアプローチであろう （図2参照）。
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図2 学生相談とキャリアカウンセリングの融合
学生相談においても，このようなキャリアカウンセリングによるアプローチは，現在の学生
・相談業務と連携もしくは共同して推進してく必要があるものと思われる。前述したように，就
職支援においては，情報的サポートやスキルのサポート以前に，学生の心身における健康と予
防がなされている必要があり，社会性の未成熟さや心理的疾患を抱えている場合，まずは心理
的な支援が要されるものである。また，不景気の時代における就職難の中で，就職活動が思う
ように運ばず，内定が取り消されたり，全く内定が得られなかったりした場合，それは学生が
本来持っていた潜在的な心理的疾患を表面化させる機会（きっかけ）にもなりかねない。その
ため，就職支援の充実やアフターサポートという意味においても，心理的支援との共同は不可
欠であろう。大学生のような若者を対象としたキャリアカウンセリングは特に大きな意味を持
つと思われる（宗方，2007）。
おわりに
本論では，現代の大学生が抱える心理的疾患について言及し，学生支援として学生相談業務
が果たす役割と機能について論述してきた。そこでは，学生相談は大学という一つの組織の中
で運営されている業務であるため，履修指導や学業指導学内外での活動の支援といった，学
生生活全般に渡る支援のあり方が求められることが指摘された。つまり，医学的視点に基づい
て治療をしていくのではなく，学生生活をより充実したものに促すための教育的支援の役割が
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重要であることが論及された。さらには，こうした学生相談体制を設置し，運営していくにあ
たり，その方向定位とするモデルを提起し，3段階での運営を考慮していく必要性が検討され
た。そして，就職支援との共同により，学生のキャリア発達を促す体制も今後は重要であるこ
とが論述された。
このように，近年の大学生は心理的に脆弱な場合が多く見られ，それが故に大学の中で学生
相談は組織の重要な一つの柱として機能していく必要があり，また学生の卒業と就職に対する
支援を考えれば相談業務におけるキャリア発達という視点は不可欠であることがわかる。学
生相談は，青年期の心理臨床の視点から専門的な知識とアプローチにより行われ，学生の職業
意識を促していくためのキャリア発達の視点からもアプローチしていくことで，大学における
学生支援の充実を目指していくことが期待される。
最後に，現在，特に小規模な私立大学は少子化に伴う経営難を抱えるために，学生の入学を
より拡大させることに重点が置かれ，各教職員は学生の獲得に奔走しているという現実がある。
だが，利益追求型の企業ではない教育機関が，経営の拡大ばかりに目を向けることは，かえっ
て自虐行為にもなりかねない。大切なのは，どれだけ多くの学生を獲得したかではなく，入学
した学生がどれだけ専門的に発達し，人間力を育んだかである。このような視点を失った場合，
大学は教育・研究機関としての価値は崩壊し，大学の存在意義は砂上の楼閣となって流れてい
くであろう。その事態を避けるためにも，本論で取り上げた「学生相談」から得られる情報は，
本来の大学の専門的教育と研究という存在意義を保持し，必要に応じて再建していくための重
要な指針を与えてくれるものではないだろうか。
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